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川崎市制 100 周年記念事業  

令和６年度橘樹官衙遺跡群保存活用事業 

橘花屯倉
たちばなみやけ

ミニシンポジウム 

－橘樹官衙遺跡群成立の前段階－ 

橘樹歴史公園オープン記念式典 
( )

 

倉庫内部特別公開 
6 月 17 日(月)～21 日(金)の 5 日間の 13 時～15 時、通常は非公開の復元倉庫内部

の特別公開を行いました。文化財課職員による倉庫内部及び橘樹歴史公園の解説で、橘
樹官衙遺跡群の理解を深めてもらいました。 

～今後開催予定のイベント～ 

橘樹学連続講座「古代橘樹を知り、活用する！！」 

 

史跡めぐり 
橘樹官衙遺跡群及びその周辺の文化財である子母口貝塚・子母口富士見台古墳・橘樹

神社を、専門職員の案内で巡ります。2 回ほど実施予定です。普段は公開されていない
文化財を見ることができます。 

上記以外にも様々なイベントを開催予定です。 

詳細については、文化財課ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

シッシーくん 
川崎市文化財保護 

推進キャラクター 

 

川崎市埋蔵文化財調査報告書
第８集橘樹官衙遺跡群の総括
報告書［古代編］(有料頒布)  

国史跡橘樹官衙遺跡群に
ついてわかりやすく解説
するリーフレット(無料)  

刊行物 
ご案内 

千年伊勢山台遺跡は高津区

千年の丘陵上に営まれた縄文

時代から中世にかけての複合

遺跡です。このうち、古代橘

樹郡の役所にかかわる遺跡を

「橘樹郡家跡」といいます。

 郡家(ぐうけ)とは、古代の

律令制度下でおかれた郡にお

いて、郡司(ぐんじ)以下の官

人が政務をとった役所のこと

です。郡家には、郡庁(ぐんち

ょう)・正倉(しょうそう)・館

(たち)・厨家(くりや)などが設

けられました。郡庁は郡の政

務をとる庁舎、正倉は税とし

て納められたイネなどを納め

る倉庫群で、溝や塀で区画さ

れた場合は正倉院(しょうそ

ういん)と呼びます。館は宿泊

施設、厨家は郡家で行われる

給食や饗宴のための厨房で、

その他に手工業生産のための

工房や祭祀場などがおかれま

した。

 

 

 

 

「无射志国荏原評」 
銘文文字瓦 

「都」文字瓦 

動画も見てね 

 現在の影向寺は古代に創建されたころの建て

物は失われていますが、発掘調査の成果から、

7世紀の終わりごろに現在の薬師堂とほぼ同じ

場所に瓦葺の金堂が創建されたのが始まりと

考えられます。境内からは「旡射志国荏原評

(むざしこくえばらこおり)」や「都」とへら書

きされた瓦が出土しており、古代影向寺の造営

や修理にあたっては、隣接する荏原郡や都筑郡

からの支援があったことが推測されます。 

  

川崎の歴史や文化、生涯学習施設や全市的に取り組まれている活動などの紹介   Stage Up 250 号 年 月 17 日発行令和6 (2024)

 多摩川を望む宮前区野川本町の高台にある影向

寺(ようごうじ)。寺の縁起では天平年間の創建とさ

れていますが、発掘調査の結果から、創建は 7 世紀

終わりごろであることが明らかになりました。これ

は橘樹郡家跡で確認された古い時期の建物群とほ

ぼ同時期にあたり、古代影向寺の創建と古い段階の

役所の造営に関連があったことが推測されます。こ

の古代寺院の遺跡を影向寺遺跡と呼んでいます。 

8 世紀に入り塔が整備されたあと、

金堂の再建が行われたようです。再建

された金堂の補修にあたっては、武蔵

国府が管理する南多摩窯跡群で生産

された瓦が利用されました。これらの

ことから古代影向寺が、橘樹郡だけで

はなく、武蔵国府がその補修などに関

わる南武蔵地域の中心的な寺院であ

ったことが想像されます。 

橘樹歴史公園のパン
フレット(無料) 

令和 2 年度から毎年開催している橘樹学連続講座を今年度は 4 回行います。古代橘
樹郡に関連するテーマについて取り上げ、研究者を招き、解説します。また、橘樹歴史
公園の復元倉庫内部特別公開も同日開催予定です。 

5 月 18 日(土)に開催しました。晴天に
恵まれたこの日、橘樹歴史公園がオープ
ンしました。第 1 部は、古代橘樹郡の長
官「橘樹郡司」に扮(ふん)した福田紀彦市
長のあいさつや古代をイメージして倉庫
を施錠する「閉封(へいふう)の儀」を、第
2 部は、古来より建物新築の際に演じられ
てきた雅楽「賀殿(かてん)」を上演しまし
た。 

4 月 27 日(土)に開催しました。屯倉（みやけ）研究で
活躍している研究者が橘花屯倉について発表しました。発
表後、橘花屯倉をテーマにパネルディスカッションも行
い、近年の古代史研究を理解することができました。260
人の方が参加しました。 
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橘樹郡家　館・厨家

橘樹郡家　郡庁？　 橘樹歴史公園

寺院を区画する溝

影向寺遺跡 橘樹郡家跡

正倉院を区画する溝

※お求めの際は文化財課にお問い合わせください 

本町

崎市

が確

官衙の成立から廃絶に至るまでの経過をたどることができる貴重な遺跡として、平成 27 年 3 月 10 日に本市初の国史跡に指定さ

れました。川崎にある日本の宝について、一緒に見ていきましょう。

ます。昭和 50 年代から継続的に発掘調査が実施され、
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